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第1章 4 「オイラーの公式」 第1回
例題 α = 1 + i√

2
とするとき，α6 の実部と虚部を求めよ．

解 α = 1 + i√
2

= cos θ + i sin θとおく．cos θ = 1√
2
, sin θ = 1√

2
を満たす θは θ = π

4
であり

α6 =
(
cos π

4
+ i sin π

4

)6

ド・モアブルの公式 (cosx+ i sinx)n = cosnx+ i sinnxを用いると

α6 =
(
cos π

4
+ i sin π

4

)6

= cos 3
2
π + i sin 3

2
π = 0− i

よって，α6 の実部は 0，虚部は −1である．

1. α = −1 + i√
2
とするとき，α8 の実部と虚部を求めよ．

2. α =
1 +

√
3i

2
とするとき，α10 の実部と虚部を求めよ．

例題 αが複素数の定数のとき，(eαx)′ = αeαx が成り立つことを用いて，関数 e(1+i)x の導関数を求めよ．

解答 {e(1+i)x}′ = (1 + i)e(1+i)x

3. 次の関数の導関数を求めよ．

(1) e(2−i)x (2) e−2ix




